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熊　本　城

熊本矧ま、かつて大阪城、名古屋城

とともにわが国三名城に数えられた城

郭で、慶長12年(16D7)加藤清正が7

年の歳月をかけて、周囲9km、大天守、

小天守、櫓4g、櫓門18をもつ複雑かつ

壮大な城をつくったD

明7釧0年(1877)の西南の役に官軍

がたてこもり、西郷隆盛の軍に50案日

にわたって攻撃され、そのほとんどが

焼失し、昭和35年9月現在の大天守、

小天守が再建された。

熊本市民愛市憲章・市木・市花・市島---- 1　男女共同参画社会

3　　国際交流

4　　◎仕事や活動を通してr生きがいを感じるまちづくり」

10　　中小企業

11　魅力ある商店街

1L>　　　上

基本構想/水と緑の人間環境都市射封旨して・--I4　　流通・情報拠点

〝　/いきいきとした市民福祉都市を目指して一一15　　雇用

〝　/活力あぶれる交流拠点都市を目指して-　　・16　　観光・コンベンション

〝　/風格ある文化創造都市を目指して---・17　　農林水産業

幸せの4つの条件

(ovtf*T-て蝣sr>ぞ・r安全て健やかなまちつくり」

防　災

消　防

・'k通・-ir全

健康文化

保健医療

良好な環境づくり

縁と水

ごみ・し尿処理

公害¥>!j止

◎豊かな欄開鮪を保つr心のかようまちづくり」

高齢者福祉

心身障害者福祉

児童・母子福祉

学校教育

学校施設

社会教肯

青少年の健全育成

創造的な人づくり

消費者行政

0
　
1
1
　
c
-
j
 
c
o
　
^
f
 
t
o
 
r
-
-
　
n
o
 
c
d

I

M

 

W

 

W

 

w

 

c

J

 

N

 

N

 

N

 

r

t
N
 
c
O
　
^
　
l
O
　
だ
r
>
　
o
o
 
a
s
 
o
 
i
-
i
　
<
m
 
c
o

f
C
　
ォ
　
C
O
 
c
O
 
C
O
 
C
O
 
C
O
　
'
i
'
　
t
*
　
T
f
　
'
*

住　宅

公園緑地

上水道

下水道

蝣]r.ti lhべて

道路・駐車場

基幹交通

市街地開発
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◎美しいものに感動できるr豊かな感性を育むまちづくり」

歴史文化

史跡・文化財

SIWH景観

市民文化--・

'+:tf.え化

行　政

市民のくらし

熊本市案内図

賓料編
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熊本市章

ひらがなの「く」の字を

図案化したもので、市民の

調和を基とし、たくましく

発展する熊本市の姿を太い

円で示したものですo

熊本市民

愛市憲章
品位ある市民の

,iv:|)(/')/jめ£:

私たち熊本市民は

清潔で住みよい街をつくりましょう

私たち熊本市民は

郷土の自然や文化財を大切にいたしましょう

私たち熊本市民は

時間を正しく守りましょう

私たち熊本市民は

交通道徳を重んじましょう

私たち熊本市民は

互いにあたたかく交わり旅行者を親切に迎えましょう

昭和35年5月11日制定

′と'-':蝣*蝣-.- ;蝣-" y蝣蝣-:'"',i^:>,欄㌻蝣--*:%-芯珊町,欄間確鞘市場確聯鞠那聯確開閉確聞噂同郡革鴫醇蒜轟爾志轟転
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而木・市花昭範4g年1(洞9日削定
両島昭称59年5日22日制定

でj=≡-v.tv,*:-
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●市木イチョウ(イチョウ科)

熊本市民には熊本城が銀

杏城といわれているように

なじみ深く、強健で樹齢が

長く、市街地の街路に多く

植栽され、独特な尖円錐形

の樹形をつくり春の緑陰,

秋の黄葉とその美しさでよ

く知られている。

江戸時代から細川藩の庇

護を受け、藩士をはじめ寺

社地の豪族等の愛好者によ

って広められ改良を重ねて、

清雅枯淡の味わいある銘花

となったといわれている.

肥後椿の特色は薄色の花弁

が主流でよく整った-重咲

きで、中心に金糸頴糸のよ

うな色鮮やかな太い雄しべ

が梅芯のように盛りあがる

ところにある。

全長約14.5cmで、美しい

澄んだ声でさえずり、多量

の害虫を食べ、緑を守る益

鳥として市民に親しまれて

いる。金峰山や立田山、託

麻三山など森に多く生患し

白い胸に黒ネクタイ状の帯

が目立つ可愛い姿で、四季

を通じて観察される。

(写真は、東海大学出版会毘供
フィールド図鑑より)
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中核市を機によりいっそう市民のくらしを豊かにするため、「幸せの4つの条件」をテーマに、個性あふれる人づくりま身づくりを目指し、

大いなる展望と限りない可能性で未来へ朔くふれあいのく・ま・も・と遍幸せの-条件・{ォ

・ffi票雲芸品悪霊イ;禁I霊芸禁芸芸三三呂:
Q仕覇や活動を通してrq=きかいを培じるまちづくりJ
t乗しいものに感動できるr豊かな懲性を革むまちづくりJ

ら.貞&x頂盟mmmmim厩覇酬

発刊にあたって
水と縁の哲かな自然に恵まれ、優

れた伝統と文化を有する熊本市は、

平成3年2日に飽託郡・4町との同時

合作を実現し今や人口は65万八を超

え、政令指定都市を除くと、全円2

番目の大都市となりましたO　更に、

、11i-成8年・4月には中核市に移行し、

21世紀-l卸す新たな出発をいたしま

m

私は、市長就任以来1年間、市政

を見極め、外から見た熊本市と、現

実に捉えた熊本市の姿を対比しつつ、

市民の皆様と行政が積極的に意思の

疎通を図る双方向の対話を機軸に、

人情味豊かで思いやりあふれる都市

づく　りを進めてまいりましたO

今後は、中核市として、市民の皆

様が幸せであると感じられる都市の

実現を基本理念において、次の四つ

の柱により市政に取り組んでまいり

たいと考えております。

その第--に、健康を実感できる

「安全で健やかなまちづくり」です。

健康は、人の幸せの基であり、市民

ち"":: -　丁、　丁、 ・し　∴二Illll・・:I

ふれ、生活環境・都市環境対策など

安全で健康なまちづくりを積極的に

推進してまいります。

第二には、豊かな人間関係を保つ

「心のかようまちづくり」で、温か

いふれあいのある、人情味あふれる

家庭やいじめのなし岬1るい学校、職

場等、地域性豊かなまちづくりを進

め、国際化時代に対応した国内外と

の都市交流も積極的に展開してまい

ります。

第三には.仕事や活動をとおして

「生きがいを感じるまちづく　り」で、

これは、都市の活性化、産業経済の

振興により雇用を拡大し、やりがい

のある仕事や活動の場を持てる、生

涯現役のまちづくりを推進してまい

柑!EXォ

第四には、美しいものに感動でき

る「豊かな感性を育むまちづく　り」

であり、恵まれた自然環境と歴史、

感性豊かな文化を基本条件として、

創造力あふれる多彩な了「J一比活動の展

開と熊本らしさの個性を育むまちを

築き上げてまいります。

以上の取り組みに際Lましては、

幾fe.'Mり轍も,r>ります-/,;、 IIHi-'1皆

総と　一休と蝣V'l　蝣-.)・-:鼎]粒を帖蝣*

し、目標実現のため、私は、全力を

尽くしてまいりますO　どうか市民の

皆様のより-1・層のご支援、ご協力を

お噸い致しますO

この'96市勢要覧は、 21世紀に向け

て、大きく羽ばたく新熊本市の姿を

収録したものであり、ご高覧のうえ、

市政-の一層のご理解を頂ければ、

誠に幸いに存じますC

平成8年3月

J..llh　左j債i



熊本は、苗から「火の国」と呼ばれてきました。大化の改新

のあと、奈良時代に入って現出水校区内に国府がおかれ、ここ

を中心に緊藩が形成されるJ:うになりましたOこののち、平安

・鎌倉時代を経て室町時代になると、菊池一族である出田秀信

が、はじめて熊本に千葉城を築き、数代後の城主鹿子木親員が、

新しく茶臼山に城を築いて隈本城と呼びました。

豊臣時代に入って秀吉は全国を制覇するや小西行長とカロ藤清

正に肥後を分積させたが、徳川の天下になると、加藤清正は肥

後54万石の領主となり、慶長6年から茶臼山に築いていた新城

を隈本城から熊本城に改めましたO熊本市が町としての体制を整

えたのは、このころからです。続いて細川忠利が肥後の領主とな

り、大政奉還までの二百有余年を細川家が政治を行ってきました。

明治1 0年西南の役で兵火を受け、市街地の大部分を灰感に帰

したが、直ちに復興し、明治22年には熊本市が誕生しました。

大正から昭和にかけては隣接町村を合併しつつ熊本市の基礎を

固め、九州における政治・経済・教育の中心地として発展を続

けました。その後、昭和20年には大空襲で、終戦後の復興期に

あった28年には末ぞ有の大水害によって、市街地は壊滅的な被

害を受けました。しかし全市民の不断の努力によって、困難を

克服した熊本市はその後数次にわたる市域の拡大や近代的都市

機能の集積を行い、近時では平成3年2月1日、飽託郡の北部

町、河内町、飽田町、天明町と合併し、人口約63万人、面積約

266平方キロメ-トルの熊本市が誕生L/ましたO

この合併を機に、 「熊本市基本構想」を策定し、これを茎に

「熊本市総合計画」を定め新たな一歩を踏み出しました。

その後、中心部の辛島公園地下駐車場の完成や、熊本港の一

部開港など都市基盤整備が着々と進むとともに、国際交流会館

や環境総合センタ-のオ-プン、そして福井市との姉妹都市締

結が行われました。

また、地球規模での平和、及び環境保全の一翼を担うことを目

指してr平和都市宣言」や「環境保全都市宣言」がなされましたD

さらに、平成8年度からは、人情味あふれ、全ての市民が幸

せであると感じられる都市の実現のために「安全で健やかなま

ちづくり」 「心のかようまちづくり」 「生きがいを感じるまちづ

くり」 「豊かな感性を育むまちづくり」の4つの柱を掲げる中

で、中核市への移行を実現し新熊本市がスタートします。

昔 年 (西暦 ) で き ご と 亘
ー≡テ

年 (西暦 ) で き ご と 香
ち

年 (西暦月 で き こ と 重
ち

年 (西暦 ) で き ご と

大 P 646 砂取付近に肥後の Eg府お

明

こh

tm . * * v f ? & 【 . ノ.

I
義盛 予 F

明

Ua

」4 (169 1) 門司 . 熊本間の九州鉄道

化

文 l (ー4 69
明

明 5 14 96)

よび兵力 4 軍団が設置さ <& 珊

ーII IIIてこ蝣Ill-∴丁
目と七

ffl

7 月

l1月

が開通

れる * 一<9BkW * S」>.ニ芝JL 熊本電燈会社が開業 し九

菊池氏の T 族、出田秀信

千葉城を築く

鹿子木親員、古城に居城

T
酪 草で

つ

′

州に初めて電燈がともる

ラフ力デイオ .ヘルン (小

泉八重) 五高 に着任Jlfl M -**
応 :

を移 し、隈本城 と称する 1 ▼Jr一蝣ォ : ^ h * ^、〒ヂ軍馬

ム たピー比
ゝ

し

& V 11T 耳

25 (ー892
つここ

増杯虎五郎が貧児寮 (堤
磨 -12 加藤清正、現在地に熊本 鎮口花畑本呂と照本城、現在の市民芸

館前から撮影したもので大小天守閣が
4 月 大江学園 ) を設立

長 160 1-
l6コ7†

城を築き、河川の築堤、 見える0 明治 5年頃0 27 (ー894 第 6 師団に動員令がくだ
井戸の掘削など行う

ー9 (1886 )

20 (ー887

熊本逓信管理局 (郵務 .
新南干反畑町の旧区役所跡に熊本市役所は開庁 7 月

8 月

る
寛 9 (1632 ) 細川忠利、肥後藩主 とな した。 iQ K ・i S LD 長音を臼的
求 る 電務関係 ) が設置される

afl

治

ー0月 1 元田永字が成案 ) とした天使園が設立され
宝 4 ～ 6 藩校時習館、医学校再春 第五高等中学校 (九州 に る

磨 (1754- 館、蕃滋園 (薬草園 ) な 1 校 ) が創立される 目深戦争がはじまる
ー7S^ どが創設される 22 (1889 ) 市町村制が施行され、熊 転 生 †

,<」、..盛 ′:
.也 . .ツ.ーi蝣・,s3 ト

28 (ー895 ) ノド∃
イギリス人ハンナ . リデ

3 (18 70) 古城に医学校が創設され i 4 月

6 月

/ H

本市が誕生する 日月 ル女史が回春病院設立

4 (ー87 1)
る 市域面積5 .55 knう、 」9 1896 ) 夏日激石が五高に着任、
廃藩置県により熊本県が 人口42 ,725人、 4 月 熊本を森の都と称賛

明 設置される 戸淑 11 .7;]/戸、 9 月 私立医学校が設立される
鎮西鎮台 (九州および中 市議会議員数 30人、 31 (1898 ) 熊本専売支局が黒髪町に

〃■ l 国西部を管轄) が設置さ ;Q 市職員48人であった S ILT
七㌧rL{ …′lL .

;∩ 1 月 葉煙草専売所設置
れる 赤十字社熊本支部設立 相月 フランス人 ジョン . メ
熊本洋学校が創立される 新南千反畑町、現在の白 明治20年古城に新設された

第五高等中学校は
リI . コ1 ル神父が療救

治 7 1874 )

I

九州最初の新聞、白川新

聞が発行される

川公園前 に市役所が開庁

第五高等中学が古城か ら
同22年立EEl山麓の黒髪に移転。 済の待労院を設立

この年、市立避病院設立
10 (1877 西南の役、市街地の大半

23 1B90

黒髪に移転 日月 第 1 回帝国議会が開かれ (後の白川病院 )
が兵火により焼失した

l
教育勅語発翁 (井上毅と る 第 23連隊練兵場が山崎町

BBEgォMBmgォ汁J -

最　蝣urn.

呈遥-|i一蝣*^.<5g_j^g'ォ

」>

-__I"=　p

大正ほ年12月、市役所新庁舎完成。

言∴三言∴
r-i

L.. aサー

フ.[
.ち

年(西暦) で き ご と 】元
】号 守(西暦) で き こ と 7C

.ち
午(西暦) で き El と [元

i号 年(西暦) で き ご と

明

治

から渡鹿に移る
明

44 19114月

10月

」 1913)

3 (1914

市立実科高等女学校開校

A

正

l
-

昭

和

12(1923) 手取本町に市役所新庁舎
i
i

1
一

昭

li
-

和

}

I

5 1930)
32(ー899 私立医学校が熊本医学専 市立工業徒弟学校開校 ほ月 完成 3月 i熊本市歌を制定

6月 門校となる 治

大

正

菊池軌道株式会社が上熊 ー3(1924) 市営電車開通(華輔l5台) 4月 - 市営勧業館が新市街に開

IP.E 三角線開通 本.広町問敷設 8月

ー0月

一一月

開通に伴い鉄筋コング」 fig
33(1900 } 市内に大洪水、白川の橋 この年、熊本軌道が田崎 ート大甲橋を架設 10月 市公会堂新館が開館

7月 ほとんど流失し、子飼橋 .百貫港、田崎.高麗門 歩兵第23連隊が渡鹿に移 6 1931)
付近溺死者多数 に開通

第1次世界大戦はじまる

玩 B Fi . 白坪村を市に合併

34(1901) 熊本郵便局が電話業務を 熊本市上水道完成 -
11月 天皇陛下をお迎えし、熊1 R 開始 7月 ー4(1925) 市三大事業 (市電、上水

7 1932)

本平野等で陸軍特別大湊
350 902) 明治天皇をお迎えし、陸 4 日9151 御大典記念奉祝共進会を 3月

4月

道、23連隊移転) 完成記 習を挙行
im 軍特別大演習を挙行 11月 開催 念共進会開催 失業救済の土木事業をは

行幸橋を架設 5 1916 県公会堂が市に移管され 入場者は3万人 u じめる

36 1903) 市区改正の事業と新市街 6月 る 出水村を市に合併 12月 画図村を市に合併

花園町に市営墓地を開設

3月 の事業完成 6 1917) 熊本市工業従弟学校が熊 15(ー926) 三大事業完成記念共進会 (1933

37 1904) 日露戦争はじまり、第6 3 日 本商工学校となる 8月

1 1927

の剰余金で五高と下河原 3月

2月 師団出征 7 19用) このころより全国に米騒 にプI ルを造成 4月

～
l0(ー935)

熊本高等小学校が再設問
39(ー906 7月 動 長六橋を近代式鉄橋に架 校

3月 熊本高等工業学校設立 10月

ヨLl92ロー

スペイン風邪が流行し、 2月 け替える 熊本馬剛こ観光案内所を設

9月

40(1907

7月

夏目瀬石が 「草枕」を発

表

九州鉄道が国有となる

全国で死者l5万人 7月

ー2月

3 (柑28)

市立工業研究所 (後の工 ll n

新興熊本大博覧会を開催

健軍村を市に合併

溝水村を市に合併

第l回国勢調査で、 芸指導所) が開所

1L1H

-

票孟口730‥388A ,817p 市史) 市営バス発足(バス17台)

この年、市及び市付近の

3月

ll(ー936)
ー2月 熊本軽便鉄道株式会社が 10 1921 隣接11力町村を合併、人 人力車8l2、乗用馬車4、 1一月

安巳橋.水前寺問に軽便 6月 ロー33,467人、戸数23.819 自動車115 14 1939)

鉄道を敷設 戸の大熊本市が発足 第16回総選挙、最初の普 4月

4ー(ー908 (黒髪.池田.花園.島崎. 2月 通選挙行われる 15(1940 川尻町、日吉村、力合村
2月 人力車争議おこる 横手.春日.古町.本荘. 6月

9月

4 0 929)

N H K熊本放送局でラジ 12月

ー6(1941)

を合併

42(1909 鹿児島本線全線開通 春竹.大江.本山) オ初放送 この年、市営バスに木炭

43(191の 1ー(一gpp) 熊本而立実科高等女学校 御大典記念事業として、 ipァォ
1月 薬学専門学校発足 4月 が熊本市立高等女学校と 陸上競技場.野球場が完 小学校が国民学校に改め

4月 女子師範学校発足 なる 成

水前寺動物園が開園

4月 られる

6月 熊本ガス株式会社が開業 5月 熊本医学専門学校が医科 ー2月 太平洋戦争はじまる

する 大学に 7月 17(194?) 九州日日新聞と九州新聞

通運巌触感嵐L涛鹿瀬,削附しi1,-..'蝣,(蝣.^''一淵脚立鮒ま抹t:欄-… ;ォ"iw串_, A
・Ll、
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昭和4年7月に水前寺動物園が開園。
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昭和35年10月、第
i 5回国民体育大会
は、全国から1万

3千人が集まり盛
大に開催された.

昭
和
5
3
年
-
日
へ
熊
本
の
新
し
い
夏
ま
つ

フ.[
TT

年 (西暦) で き ご と TT.
ち

年 (西暦) で き ご と 丁Tl
75.

in r .1." i で き ご と 亘
丁∋.

辛(西暦) で き ご と

昭

和

4 月 が統合され、熊本日日新

一

昭

g

和

5 月 天皇皇后両陛下こ来熊
I一 一月 併

昭

和

ー2月

動」がはじまる

聞が発足 この年、国立熊本大学発

F

昭

～

和

7月

33 195B)

大水害で市の33% が浸水 東部汚水処理場完成

18(ー943 この年、学徒、女子挺身 足、県立熊本女子大学が し、会峰山周辺の山津波 40(1965)4月

41 1966 9月

ー0月

42 (ー067

市食肉センター開所

隊の戦時動員が開始され 創設される で死者、行方不明多数を この年、市内全小学校に

る 市立熊本保健所を上林町 出す

N H K 熊本テレビ開局

プール完成

健軍に三菱重工業航空機 に開設 西部清掃事業所開所

製作所が完成する 25 (1950 2 月 市民相談室を設置

19 (ー944 市電気局が市交通局と改 6 月 朝鮮戦争おこる 4 月

9 月

34 (1959)

中島村を市に合併 熊本保健所が九 寺 l 丁

3 月 称 7 月 TjU v.-K.V-T- . 天皇皇后両陛下こ巡幸で 目に新装発足

20 (ー945 熊本市立産院開設 立EE]山、水前寺などをこ 出水町に県庁新庁舎が完
6月 市立本荘産院が発足 26 (1951) , S B 3 月 成

市民会館開館

7月 7月 . 8 月の空襲で市の 4月 而教育研究所を設置 一第30回選抜高校野球大会 43 (ー968)

大半が焦土と化す 27(1958) で済々輿が優勝 1月

8 月 終戦の詔書放送 1月 市立博物館開館 熊本市体育館が水前寺公 4 月

44 (ー969)

市社会教育会館が開館
2ー1946 7 月 住民登録制度を実施 園横に完成

国民年金制度発足

市育英奨学制度創設
2 月 市立市民病院発足 PBC1953) 田迎村、御幸村を市に合 熊本 (水辺) 動物園が完
日月 . Ej本国憲法公布 (新憲法) 4 月 併 4 月 4 月

8 月

成し、 「熊本動物大博覧
この年、学校絵食はじま 6 月 豪雨、大水害で市人口の 7 月 国民健康保険制度発足 E

熊本空港開設

会」を開催

る 66% が層災 35 1960 熊本市章きまる

託麻村を市に合併

新熊本空港開設

2P C1947) 市長、県知事が初めて公 7 月 池上村、高橋村、城山村 4 月 45 1970)
4 月 選で決まる を市に合併 5 月 空市憲章を制定 一一月

国民学校が小学校に、ま IQfl 市立図書館 8 月 熊本城天守閣再建完成 46 (柑71)

た新制中学が誕生 ラジオ熊本開局 a m

12月

第15回国民体育大会を開 t¥ n

5 月 憲法、地方自治法施行 29 (1954 市自治警察廃止 (警禁制 催 5 月 市勤労毒少年ホーム開館
23(1948)3月 市消防本部設置 6月 度改正) 西保健所を開設 6 月 九州縦貫自動車道

市立母子寮を開設 10月 秋津村を市に合併 37(1962) 天守閣再建記念 (能本 .植木間) 開通
市自治警察本部設置 市電30年記念 「交通観光 3 月 「躍進熊本大博覧会」開 7 月 熊本市茎本構想きまる

(新警察制度発足) 博覧会」を開催

38 (柑63)

催

北都清掃事業所開所

11月 市立ユM スホステル開館
4 月 新制高等学校発足する 30 (1955) 47 (1972) 「森の都」を宣言し、森

24 (1949 「火の国まつり」はじま 4 月 松尾村を市に合併 4 月 10月 の那作戦を展開
4 月 る 3ー1956 39 1964) 而総合計画策定 (マスタ 12M 秋津下水処理場が完成

市立実務員養成所 (後の 4 月 託麻村の一部を市に合併 4 月 - プラン) 48 1973)
実務商業) を開設 3BC1957) 小島町、龍田村を市に合 10月 「ま与をキレイにする運 1 月 戸島町に市斎場開設

: ・、 :・　L-。、1　　ヽ

〃9

一・-・ 1:

亘
一号
年(西暦) できごと 丁じ

rj
午(西暦) できごと 香

J一≡テ
年(西暦)E できごと F713

モテ
年(西暦) できこと

8召

和

48(1973) 学校給食東共同調理場が

脂

和

つり」が誕生

一昭

i
I

～
F
I
-
l一
一

和

-
8月l西ドイツ.ハイデルベル:

i
[ 3月電子計算システム始動

5月 ;?M' 54(19794月東部清掃工場完成 !ク市へ友好訪問団を派遣' E 4月西部濡掃工場完成.東部

49(1974 勤労婦人センターを本山 新熊本市民病院開設 ー0月-熊本市民の翼、友好都市!

昭

和

ラ昌掃事業所開所
6月町に開設 7月熊本市保健センター開設 桂林市を訪問 7月総合体育館.看年会館開

10月

501975)

西部、南部市民センター (現東部保健センタ】)が 11月新市庁舎建設完成 鰭

が完成 L開所 57(1982 日月l第4回全国都市緑化くま

森の都のシンボルとして 10月昌慧荒 芸芸成 6月幸田市民センター完成 -もとフェア開催

市の木「イチ∃ウ」、市の 7月北都保健センタl開設 - (8月1日～ー0月12日)

花「肥後ツバキ」がきまる 1中国.桂林市と友好都市 小柄記念館完成 l0月 1031日を「市民健康の

身体障害者福祉モデル郡 締結 看少年野外活動センター Bj<tmm
5月市に指定される ;市制90周年記念式興を行 完成 l2月i新西保健所開設

9月

ー0月

51(1976

南干反畑町に中央老人福 llつ 8月西ドイツ.ハイデルベル 6?(1987)

祉センタ一が完成 :養護老人ホーム明生園開 ク市、管楽五重奏EBl東熊 4月i川尻下水処理場運転開始

市立会峰山少年自然の冥 I園 日月図書館完成 モ′,)5月 「ふれあいの森林」内に

が開所 551980) 身障者福祉センター希望 58(1983

59(1喜43 5琶≡…票警ジユウカー

;森林学習館がオープン

「地下水保全都市」を宣 6月荘開設 7月i南部市民センタT開設
3月

ここコ
8月水害で約16,900人の市民 9月:西消防署が移転新築

52(1977) 西南の役百周年記念式典 の確災者を出す i教育センターオープン

43 を行う - ー2月熊本市総合計画基本構想 扇田埋立処分場供用開始 10月第1回熊本緑化祭開催

5月

9月

531978

熊本市人口が50万人を突 きまる 1 7月清水市民センタl完成 12月米国.サンアント二オ市

破 56(1981) 熊本市保健衛生研究所開 E 日月熊本市の人口が55万人を と姉妹都市締結

錦ケ丘に東部市民センタ

T完成
地下水保全条例を制定す

1月設 突破 631988) くまもと女性フォーラム

?F| 熊本城西大手櫓門復元完 10月消防新庁舎完成 1月 ,88開催

成 ! 60(1965) 1 2月シルバ】人材センタl発

る

新しい熊本博物館が開館

】 3月産業文化会館が開館 - 6月母子福祉センター完成 足
5月託麻市民センター完成 l 8月秋津市民センター完成 - 4月大阪事務所オープン

4月 [ 7月熊本市総合計画茎本計画l 6ー(19B6) ; . 'i. ・・一蝣-.

8月市民総参加の「火の国ま きまる 1月熊本市自転車駐車場完成 [ 長塀通。開通



葺 年 (西暦) で き こ と 亘
ち

年 (西暦) で き ご と 7C
.ア∋.

年 (西暦) E で き ご と '.[ ・.'. .'・. で き こ と

63 (1988
大江市民センタ- 完成

午

F

成

6 月

日月

9 月

中国 .桂林市、アメリカ

平

成

3 月

4 月

5月

高規格救急車が消防局に 8 月 新熊本市史発刊

昭 7 .M .サンアント二オ市、ド 配備 9月

平

】 10月

熊本城天守閣がリプレツ

和

8 月

10月

江津湖まつり (マイソン イツ .ハイデルベルグ市 熊本城周遊バスがスター

ト
[ ハイデルベルク市との友

シユ

グ発表会) を迎え「水資源国際会議」 地域福祉コこユ二丁イセ

くまもと緑化祭 .地場産 を開催 ンタI が市内 5 カ所でオ

業振興フェア開催 花園市民センターがオー

7月

好都市締結の調印式 I プン

元 (ー989 市議会で飽託郡四町から プン 「上高橋団地」が完成 「大名屋敷.旧細川刑郡邸」

3 月 の合併請願採択 市民長寿社会憲章制定 平成駅の開業 が完成

4 月 「熊本百彩」開幕 平成学園オープン 8月

9月

熊本駅前北地区第一種市 駐車場案内誘導システム

辛

-

流通情報会館完成 ー0月 「水の科学館」が開館 街地再開発事業完了 がスタI 卜

「水源かん養林記念植樹 3 199日 熊本市と飽託郡四町が合 市内 4 カ所で地域コミユ 「火の国フェスタ . くま

祭」 2 月 : 併 二ティセンタl がオT プ も」'9 」が開幕

5 月 サンアント二オ市に 「熊 3 月 熊本市革本構想策定 ン 透明ごみ袋によるごみ出

! 8 月 本園」完成 4 月 「五福地域開発センタI 」 くまもと環境フェア ,92 し制度スタ一 卜

合縁按I 般公開

5 月

が落成
10月

を開催 i ハイデルベルク市と 「医

南都保健センター開設 本荘犬測線立体交差開通 動植物園内に 「熊本 .荏 療基金」協定に調印

9 月

10月

宇土櫓 .数寄屋丸二階御 6 月

7 月

「南都総合スポーツセン

日月

5 (1993

林友誼亭」が完成 サンアントニオ市と工イ

広間完成 夕ー」がオl プン 「長寿の里デイサービス l ズ対策で共同宣言

動物資料館完成 「天明コミュニティセン センター」が完成 ゆうあいピック熊本大会

熊本城フェスティバル 夕- 」がオープン 南部第一土地区画整理事 ～

B (1994)2月

開催

歴史都市サミット開催 「くまもと工芸会館」が 業完了 老人保健福祉計画を策定

2 0 990 オープン 辛島公緊地下駐車場が完 iV.

5 月

日月

天明総A 支所庁会がrj 成
3 月 政治倫理条例制定 9 月 台風 l9号来襲 2 月 成 仙LJ、[コ 口 フ.G

東部環境工場が完成
成 4 月

5 月

「総合婦人会館 .力ルチャ lo員 動植物園がオープン

3 月

8 月

環境総合計画まとまる 日吉 .桜木中学校が開校

ーセンター」がオープン in

4 (1992)

脚熊本国際コンペンシ∃ 熊本港が一都開港 高速消防艇「金峰」が任務

武蔵塚公園が新たに開園 ン協会設立 (財)国際交流振興事業団設 に就く
川尻下水処理場汚泥焼却 熊本市総合計画基本計画 立 交通 .水道事業70周年記
場完成 i n 策定 保田窪放水路完成 念式典

由鐘■▲泊地-*'- *】表酔也乱,由蔽由由淵

平成7年2見福井市での姉妹都市覚書調印式　　平成7年4見市民交流サロンオープン　武蔵塚駅前自転車駐車場

重
ち

年 (西暦 ) で き ご と Ju
ち

午(西暦) で き ご と

早

成

6(1994 9月

I1H

国際交流会館がオープン

午

成

5 月

6 月

8 月

9 月

日吉棄小学校完成

「市民 こども憲章」を制定 九州新幹線熊本駅整備調

ハ ンドボ一ル世界大会の 整事業起工式

熊本開催が決定 白川河川敷で震災の発生

福井市と姉妹都市締結 も想定 した総合防災訓練

7 (ー995 兵庫県南部地震第 1 次災 環境総合セ ンタl オ一プ

一月 害救援隊派遣 ン

2 月

3 月

福井市での姉妹都市覚書 九州 で初のオ一jLJスター

調印式 競輪開催

子ども文化会館オープン 環境保全都市を宣言

4 月 いじめ110番業務開始 日月

lpfi

高齢者世言引可住宅出水団

市民交流サ ロンオープン 地完成

武蔵塚駅前 自転車駐車場

オープン

市内 3 カ所で地域 コミユ

二テ ィセ ンタ一オープン

中核市政令公布



徳富蘇峰(本名・清一郎)氏
(昭和30年1月1日表彰)

近健日本の先覚者。またー　世界に
稀な優れた思想家であった。
熊本在任中は、白川新開、熊本新
開等を発刊。大音工義塾の創始者と
して子弟の教育に専念Lt　その啓
蒙的影響が大であった。
文久3年1月25日生れ、
昭和32年11月2日死去、 94歳。

宇野哲人氏
(昭和44年10月1日表彰)

東賓帝国大学でのi薬学・中国哲学
の教授、東京大学名沓教授、実践
女子大学々長、名誉教授等優れた
業績は、郷土熊本の文運の興隆に、
また、我国の湊学問係の学究者に
多大の影響を与えたo
明拍8年11月15日生れ、
昭和49年2月19日死去、 98歳。
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高橋守雄氏
(昭和30年1月1日表彰)

第7代熊本市長として、歩兵23連

隊の移転・市電・上水道の開設の

三大事業を完遂、市の近代化、発
展繁栄に尽したO　また、教帝者と

して熊本商大、短大学長を歴任、
郷土教育のm輿育成に努力した。

明治16年1月1日生れ、
昭和32年5月3　日死去、 73歳。

細川護立氏
(昭和35年4月1日表彰)

肥後旧藩主細川家16代。有礎学舎
会長、肥後奨学会設立、多額の奨学

金を出資して本県出身学徒の育成

撰遇に蝣?蝣し.':, I小T)史イヒ剛性頭重
見会委員として、本市の重要文イヒ

財、史跡、名勝等の保存活用に貢献。

明地16年10月21日生れー
昭和45年11月18日死去、 87歳O

堅山南風(本名・熊次)氏

(昭和44年10月1日牽彩)

横山大農画伯等に師事し、日本画
に精進。その多くの作品の上に、

肥後の郷土色のにじみ出た芸術の
香りがよく生かされている。日本

画増の第一人者といわれ、また,
郷土文イヒの進展に大きく貢献したO

明治?O年9 f1 12[ー「蝣1-ii、

昭和55年12月30日死去、 93歳。

後藤是山体名・祐太郎)氏
(昭和54年10月1日表彰)

TC.fL州tj R新聞n.^.畢C　竿朱の文
人墨客の性格と豊かな文筆で、数

多くの郷土史を編さん監修、先人
についての研究者速があり熊本の

文化の啓家に尽したO「明星」同人、

旬誌「かはがらし」 (後の東火)杏

主宰した.明;i9年6月8H%-Jl、
昭HJG1%-ォ>1 4 F.1死去、 99載。

L.こ　一L・′.?主T

福田令寿氏
(昭和35年4月1日表彰)

医師開業のかたわら、医専五高等

で教鞭をとり子女の教育に専念の

外、社会文化、社会福祉の要職を
歴任、郷土の文イヒ・福祉の「和上発

展に尽した., i曹廉・潔白を人格者

であったO
明治5年12月7　日生れ、

昭?II48年-8 H　　口死去、 IOOSftー

中村汀女(本名・破魔)氏
(昭和54年10月1日表彰)

高浜虚子の門下生で、現代女流俳

句の第-人者6　常にふるさとを愛
する心を底流にした≠汀女俳句"
は、氏の人柄と旬にふれる人々に,

郷土愛を喚起させ、郷土の文化ま辰

輿に貴献。rホトトギス」同人、「風

花」を主宰したo明治33年4月11日

:I-二JL. Ht-!<紬63年9hi20R 5E去、 88載^

■気温と降水量の月別変化(平馴年～平成6年平均)　■地目別土地面積(平成7年m　日現在)

当=ゝ蝣」一蝣頑還御,弓轟如,し′蝣'-'--":J^.S>蝣'蝣" ''・'・:-*イモ山:

本市は九州の中央、熊本

県の西北部、東経130度42

分・北緯32度48分の位置に

あります。

この位置と同緯度に近い

都市としては、長崎市や中

国の南京市があります。地

勢は西北部から北部にかけ

て金峰山を主峰とする複式

火山帯と、これに連なる立

田山等の小火山の噴出物で

覆われた台地からなり、東

部は阿蘇外輪火山群によっ

てできた丘陵地帯であり、

南部は阿蘇火山に源を発す

る白川の三角洲で形成され

た低平野からなっています。

気候は線度からいえば温

暖な地帯にあるが有明海と

の間に合峰山系が連なるた

め、内陸盆地的気象条件と

なり、寒暖の較差が大きく

冬から春への移り変わりは

早く、夏は比較的長いこと

が多いようです。また、夏

の夕方は「肥後の夕凪」と

いって、蒸し暑いのが特徴

mg

気温は年平均17.4Cで、

平成6年の最高気温は8月

の　j.bU、最低気温が1月

の-4.4℃となっています。

年間降水量は921mmで、例年

の降水量約2,000ramからす

れば半分以下でありました。

また、風向きは春から夏に

かけて西南西の風が強く、

秋から冬にかけては西北西

に変わり、風速は1年を通

して2 m前後のゆるやかな

風が吹いています。



■人口動態の推移

∴一一
」
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明治22年、市制施行当時42.725人(M.2E.12.31現在) であった

本市の人口は、その後、数回にわたる市域の拡大や都市機能の集積

等に伴い増大し、昭和52年には50万人を超え、平成3年2月1日に

は、飽託郡4町と合併し、 687,568人(PP4.219世帯)となり、岡山

市を抜いて全国で15位となりましたoまた、近年の人口増カロは年率

1 %前後で推移し、一世帯当たり人員は2.64人となっていますO

また、平成2年と昭和60年の国勢調査を比べると23・587人、 4・2

%の増力ロで、昭和50年以降、増加数、伸び率ともに鈍化していますo

さらに年齢3区分別にみると、 0-14歳の年少人口が柑・3%、 15

-64歳の生産年齢人口が68.9%、 65歳以上の老年人口が1上4%とな

っており、 60年より年少人口の割合が2・2ポイント低下したのに対

し、老年人口が1.5ポイント上昇するなど、高齢化が進みつつあり

ます。

また、人口の地域分布では、平成7年の国勢調査慨数結果でみる

と、およそ東部に19万日千人、北部に12万2千人、中央部に14万3

千人、南部にIl万l千人、西吉虻7万5千人となっていますoこの

中で、中央部だけが人口の減少が続いていますo

∴ノ ∴菅..<*　∴A 、LLp

60　　62　平成元　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7 (午)

資料:而統計課

なお、人口分布の偏りを示す人口重心は、 25年から一貫して東へ

寄り続け、平成2年では、熊本高校運動場西側に移動し、平成7年

には開進高校西門から北へ150mの地点へ移動し今まで東へ移動し

ていた人口重心が今回は旧飽託郡4町の編入により北西へ移動し、

向きを変えました。

都市圏人口

熊本都市圏の人口は、平成8年1月1日現在77上651人(282,756

世胃)で熊本県総人口の41.5%を占めています。人口増加率は、 1 ・2

%となっています。

都市圏人口は、日召和30年国勢調査以降、 5年毎に熊本市は4万人

前後で増加していましたが、酎口60年から平成2年までは約2万4

千人(4.2%)の増加となり、伸びが鈍化してきました。また、 10町

の人口は、昭和45年までは減少し、離日50年に増加に転じ、 55年に

ピ-クとなり、増力ロ率は20.5%の大幅な増加となっていますo

昭和5年から平成7年までの25年間の都市圏人口の増加数は約21

万6千人となっています。現在、人口増加のピークは過ぎたものの

年平均5千人から6千人の増力口を続けています。

■流入人口の推移
(国勢調査)

mammnm組閣
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■年齢別人口構成(平成2年国勢調査)
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